
給付型奨学金制度の設計について＜議論のまとめ＞【概要】
文部科学省給付型奨学金制度検討チーム（平成２８年１２月１９日）

（制度趣旨）
○経済的理由により進学を断念せざるを得ない者の進学を後押
しする制度
○進学に向けた学生の努力を促す仕組みとなる制度

（対象学校種）
○大学、短期大学、高等専門学校、専門学校

（家計基準）
○住民税非課税世帯

（学力・資質基準）
○全体を高校等からの学校推薦とし、成績基準の目安等をガイド
ライン(*)で示しつつ、各学校が定める基準に基づき推薦
*以下のいずれかの要件を満たす者から推薦
①十分に満足できる高い学習成績を収めている者
②教科以外の学校活動等で大変優れた成果を収め、教科の学
習で概ね満足できる学習成績を収めている者
※進学の意欲・目的等に関するレポート等を評価
※高校生活全体の中で課題克服の経験などにも着目
※社会的養護を必要とする学生等への配慮

（学校推薦枠の割り振り方法）
○一人別枠方式：各学校に１人を割り振った上で、残りの枠数を
各学校の非課税世帯の奨学金貸与者数を基に配分

（給付額）
○国公立自宅：２万円、国公立自宅外・私立自宅：３万円、
私立自宅外：４万円
※国立大学は授業料減免制度を踏まえ、給付額を調整

○社会的養護を必要とする学生には入学金相当額を入学時に追
加給付

（給付規模）
○経済的に困難な状況にある子供たちの進学を後押しすると
の政策目的を実現するために十分な規模

（給付方法）
○毎年度学業の状況等を確認することを前提とした上で給付
（適格認定制度により学業状況等を確認）

（給付開始時期）
○平成３０年度進学者から本格実施
○特に経済的に厳しい状況にある学生を対象として平成２９年
度から一部先行実施

※平成２９年度先行実施は、私立・自宅外生（ガイドライン①該
当者）、社会的養護を必要とする者（②該当者）を対象

（入学時納付金への対応）
○日本学生支援機構の入学時特別増額貸与に加え、厚生労
働省の生活福祉資金等の無利子貸付金について連携して
制度の周知を図り、利用を促進

（制度の周知）
○奨学金制度全体について、ファイナンシャルプランナー等と
連携し、生徒・保護者・教員等に周知を図る「スカラシップア
ドバイザー事業（仮称）」を実施

（その他）
○無利子奨学金拡充や新所得連動返還型制度の導入、有利
子奨学金の利率下限見直しなど、奨学金制度全体の制度
改善を実施

○当面は本制度設計により制度を運用し、施策効果を検証す
るとともに、運用状況に応じて見直し

○学生の地方定着促進のために各自治体が行う返還支援制
度の充実や各大学・民間団体が行う給付型奨学金の充実、
卒業生のネットワーク化による寄付等社会還元の促進


